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１．県土整備部所管にかかる点検状況 24日7時時点（ は23日7時時点からの追加部分）
（１）公共土木施設点検（中部管内は２３日（日）８：３０時から７班体制でパトロール中）
○道路
・通行止 県管理 全面４６路線、片側なし

国管理 全面なし、片側１路線
全止 県管理 国道３１３号（国道９号～倉吉西ＩＣ 道路点検（路面クラック有））

→国道９号～北栄IC：23日15:50解除
北栄IC～倉吉IC：24日仮復旧目標→本復旧は引続き検討 災害復旧対応
倉吉IC～倉吉西ＩＣ：23日23:20解除

鳥取鹿野倉吉線（三朝町大瀬～倉吉市大原 落石）
→開通見込未定→う回路有 片交解放目指して応急工事検討中

三朝温泉木地山線（三朝町三朝 路面変状）
→開通見込未定→う回路有 片交に向けて地元調整中

下見関金線（倉吉市森 土砂崩落の恐れ）
→開通見込未定→う回路有 ｺﾝｻﾙ調査済 余震でｸﾗｯｸ不安定により経過観察中
倉吉江北線（倉吉市厳城 路面クラック） →23日19:30解除
厳城上灘線（倉吉市見日町 路面沈下） →23日15:30解除

片交 国管理 国道９号（鳥取市青谷町青谷 路面にひびわれ） →開通見込未定

※交通規制については関係機関と速やかな情報共有を図っている
・被害箇所【県管理】道路11箇所、橋梁6箇所 【市町村等管理】道路1312箇所、橋梁2箇所
３１３号北条倉吉道路～倉吉道路 路面クラック
鳥取鹿野倉吉線（三朝町大瀬～倉吉市大原） 落石・倒木
鳥取鹿野倉吉線（三朝トンネル坑口外倉吉側） 路面変状（舗装隆起）
橋梁段差 倉吉大橋、東郷大橋他全６橋梁 いずれも通行可
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※市町災害調査状況
倉吉市 一通り調査終了 必要により技術的職員要請可を伝達
湯梨浜町 一通り調査終了 湯梨浜町松崎駅前町道の空洞はTEC-FORCEにより調査済

必要により技術的支援職員要請を伝達（TEC-FORCEにも依頼中）
三朝町 一通り調査終了 必要により技術的職員要請可を伝達

北栄町 一通り調査終了 必要により技術的職員要請可を伝達
琴浦町 一通り調査終了 必要により技術的職員要請可を伝達

○河川 ２２日～２３日調査完了
被害箇所２箇所(北条川、鮒川で護岸前出し ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等処置し立入禁止措置済→災害復旧対応)
国管理 ２２日午後４時時点、被害１件

（小鴨川左岸クラック（県道倉吉江北線全止はクラック注入により解除））
○海岸保全施設 ２１日～２３日調査完了

被害箇所１箇所（大栄海岸水路取付護岸前出し立入禁止措置済→災害復旧対応）
○ダム 東郷ダム、百谷ダム、その他 ２次点検２２日完了 異常なし

佐治川ダム２次点検２２日完了管理道一部変状有管理に支障なし
→今後災害復旧に向けて詳細調査

※（国管理）菅沢ダム ２次点検２２日完了 異常なし
○砂防堰堤 ２１日～２４日継続調査（２４日５班１５名の調査で完了を目指す） 現段階異常なし
※八葉寺川の濁りについては専門家調査に向けて調整中
○急傾斜施設 ２１日～２３日調査完了 異常なし
○港湾 境港、鳥取港、田後港、逢坂港、米子港 ２１日調査済 異常なし

赤碕港 ２２日問題なし（小規模な変状有→今後災害復旧に向けて詳細調査）
○漁港 ２１日～２２日調査済 異常なし
○空港 鳥取空港ビル、滑走路 ２１～２２日調査済 異常なし

米子空港 （ 〃 ） ２１～２２日調査済 異常なし
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（２）土砂災害危険箇所点検
日時等：１０／２２～２３日４班、２４日３班、２５日１５班で実施予定（うち１３班は県測量設計業協会が協力）
点検者：県庁治山砂防課職員及び土木防災・砂防ボランティア（２２～２４日）

２５日以降、県測量設計業協会が協力
点検対象：震度５強以上を記録した旧市町村内に位置する危険箇所のうちランクⅠ及びⅡ
（土石流467箇所、急傾斜666箇所、地すべり13箇所 合計1,146箇所）

→２３日までに１７８箇所点検済（２２日８７箇所、２３日１７８箇所） 今週点検完了予定
Ａ（緊急対応必要箇所）：７箇所、Ｂ（経過観察）：１３箇所、Ｃ（対応不要）：１５８箇所
※異常が見られる箇所はブルーシート等で処置中

（３）採石場・砂利採取場点検
２３日までに県内全箇所中部管内１箇所を除き調査完了 異常なし（残る１箇所業者の調査確認待）

２．被災宅地危険度判定派遣（被災建築物応急危険度判定士も同行）
１０／２１（金） １班３名（＋被災建築物応急危険度判定士２名）
１０／２２（土） ３班９名（＋被災建築物応急危険度判定士６名）
※１０／２２（土）徳島県から１班２名の先遣隊が到着 参加

１０／２３（日） 9班26名で倉吉市、三朝町、湯梨浜町及び北栄町内で判定（その他判定実施本部要員3名派遣）
１０／２４（月）11班32名で倉吉市、三朝町、湯梨浜町及び北栄町内で判定予定（うち徳島県３班8名）
１０／２３判定箇所数 倉吉市、北栄町、湯梨浜町及び三朝町208件
１０／２３までの判定結果340件判定（青（調査済）307件、黄（要注意）14件、赤（危険）19件）
支援の要請
中国四国被災宅地危険度判定連絡協議会（幹事：岡山県）を通じ、全国の都道府県に派遣要請を行い、更なる増
員を要請中（地区、対象について市町村と調整中）

３．技術的支援職員（県から市町村へ）
派遣決定２名：１０／２１（金）～１０／２４（月）→町との協議により２４日で終了予定
派遣要請待機３名→今後、派遣要請があり次第、派遣可能
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４．支援物資準備状況（作成と配送を東部・中部・西部建設業協会に依頼済）
土のう 合計27,900袋（配送済 中部総合、倉吉市役所、旧羽合町役場、大栄庁舎等）
シート 3,5461,300枚（配送先 中部総合）
仮設トイレ ３０基３小中学校へ配置済
※各資材の調達は県建設業協会各支部及び国交省の協力と県各事務所による

５．国の動き
○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（１４名派遣）２１時出発 ２２日到着
○照明車要請済：２台
○リエゾン派遣：２１日 岡山、鳥取から２名派遣）
○ヘリコプター：２１日 国交省により高松空港から飛行 異常なし

２２日 国交省により出雲空港から飛行 大きな崩壊なし 濁水箇所等下から確認中）
〃 林野庁近畿中国森林管理局が県と合同で森林状況を調査 異常なし

６．関係団体への要請
○鳥取県建設業協会 要請済
○鳥取県測量設計業協会 要請済
７．その他
○土砂災害警戒情報発表基準を暫定的に引き下げて運用
○安心につなげるため、土木施設に係る復旧情報と点検情報をＨＰ及びフェイスブックで配信開始
・道路など土木施設の復旧に係る情報
・土砂災害に係る情報
・空港港湾に係る情報

○中部総合事務所に県災害対策車派遣（現地指揮所として待機中）
○イベント関係 １０／２３（日）米子市公会堂「水害・土砂災害に関するシンポジウム」 中止

１０／２３（日）鳥取県建設技術センター「センターまつり」 中止
○日本海新聞号外発行



１ 食糧調達（生活環境部及び危機管理局と連携対応）
○倉吉市、湯梨浜町、北栄町等からの要請に応じ、スーパーマーケット、コンビニ等から食糧手配

→避難所等の現場で調達不足が生じないよう、２４日以降も対応する

２ 農作物被害
○湯梨浜町、倉吉市、琴浦町を中心に、晩生なし（王秋、あたご、新興等）の落果被害有

→ＪＡが取り組む品質低下した梨の販売促進活動と共済加入促進の支援を検討中（東郷選果場は２４・２５日に集荷販売）

農林水産部の対応

日付 要請元（食数） 手配状況

２１日（金） 倉吉市（３０００食） スーパーマーケットから、水・おにぎり・菓子パン等を調達

２２日（土）
倉吉市（３０００食）、湯梨浜町（４００食）、北栄町
（２００食）、三朝町（炊き出し食材） 等

スーパーマーケット､仕出し店等から、水・弁当等を調達

２３日（日）
倉吉市（３０００食）、湯梨浜町（４００食）、北栄町
（３００食）、三朝町（３５０食）、琴浦町（４０食）

コンビニ、仕出し店から、水・弁当等を調達

２４～２６日
倉吉市（２０００食）、湯梨浜町（２００食）、北栄町
（１５０食）、三朝町（１００食）、琴浦町（１５食）

コンビニ、仕出し店から、水・弁当等を調達

管内 市町 落果率 被害内容（面積、金額）

中部

湯梨浜町 ６～７割程度

調査中

（現段階では、中部全体の落果率は６割程度、被害額は４
千万円超にのぼる見込み）

倉吉市 ８割程度

琴浦町（旧東伯町） ２割程度

琴浦町（旧赤碕町） （被害なし）

三朝町 ８割程度

東部
鳥取市（旧青谷町） ５％以内 調査中

岩美町、鳥取市（佐治村）、八頭町 （被害なし） －

西部 大山町ほか （被害なし） －



３ ため池・農業用ダム
→本日、防災重点ため池６箇所に加え、農業用排水路等、その他農業関係施設も点検する

その他、改良区への聞き取り（２６件）、かんがい施設（３件）の送水状況等も点検する

４ 施設被害
○生産団体及び企業の施設で一部破損等の被害あり（いずれも軽微）

・赤碕町漁協荷さばき所の外壁一部崩落、ＪＡ選果場（倉吉、東郷）のガラス・壁破損、大山乳業農協の基礎破損 等

→ＪＡ選果場等の共同利用施設については、国事業「農林水産業共同利用施設災害復旧事業」活用に向け、被害

内容と規模を確認・調査中

○林道法面の一部崩壊

・林道栗尾線の法面（倉吉市栗尾地内）が一部崩壊し道路を封鎖、全面通行止

（崩土除去について、既に道路管理者の倉吉市から業者依頼し、復旧作業中）

○林道への落石

・林道佐谷小畑線で落石、現在バリケードで通行止処理

５ 国への要望
○２７日（木）に緊急国要望（農業被害への支援、災害査定の円滑な執行）を実施する

農林水産部の対応

区分 管轄 点検箇所 点検済箇所 状況

防災重点
ため池

東部 ２３ ２３ ２３箇所異常なし

中部 ２９ ２９ ２５箇所異常なし、４箇所は本日再調査（一部クラックがあり、放流指示済）

西部 ３３ ３３ ３３箇所異常なし

農業用ダム 中西部 ４ ４ ４箇所異常なし

計 ８９ ８９


